
葛飾柴又の文化的景観 （郷土と天文の博物館ホームページへ） 

 

重要な構成要素「川千家
か わ ち や

」 

建築（主屋）： 1928（昭和３）年 

参道の景観を構成する要素 

 

「川千家」は、柴又の歴史ある名物「川魚料理」を生業とする、

木造２階建て（一部鉄筋コンクリート造５階建て）の料亭で、巨

大かつ複合的な料亭建築を有しています。 

参道が大きくカーブする地点に位置するアイストップとなっ

ている建物で、長大な店舗ファザードをリズミカルに分節する

２階の欄干
ら ん か ん

と障子戸、また、厨房、生簀
い け す

、１階の店構えなど全体

として参道景観に占める役割は極めて大きなものがあります。 

当初、江戸川の土手付近で鯉
こ い

料理を振る舞う店舗としてスタ

ートし、1900（明治 33）年に現在地に移り、既存の建物を利用

して営業を開始したと言われています。 

主屋部分は 1928（昭和３）年に上棟され、木造２階建て、平
ひ ら

入り(注)の建築で、厳選された素材が使われています。参道から

向かって左手に厨房を持ち、敷地奥には、昭和の終わり頃にＲＣ

造の５階建ての客室棟が増築されました。複数の建築が中央に

配された庭を介して繋がれることで、巨大なひとつの建築を作

り上げているのが特徴であり、料亭の持つ複合的な空間構成が

見事に演出され、柴又の料亭建築のひとつの典型となっていま

す。 

https://www.museum.city.katsushika.lg.jp/bunkazai/shibamata/


 

 

昭和 58～59年（帝釈天題経寺提供） 

 

 

 

（注）建物の大棟に平行な面、すなわち平に出入口を設ける建築形式。また、平を正面に向け

るもの。（広辞苑第七版） 


